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テュートリアルの進め方
2014-S5-T1-3
靴がはけない。
シート1
Aさんは54歳の男性で職業は会社員です。先日会社の健康診断を受けました。
会社医務室の看護師「Aさん，健康診断の結果，血圧と血糖値が少し高くて，要精査という判定です。病院で
診察を受けて下さいね。」
Aさん「えっ？血糖も血圧も高いのですか？家族には血糖が高いと言われている人は誰もいないのに・・。病
院に行くまでには血圧をなるべくよくしたいのですが，何に気をつけたらいいですか？」
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テュートリアルの進め方
2014-S5-T1-3
靴がはけない。
シート2
病院の内科診察室にて
H医師（内科医）「健診の結果精密検査を勧められたのですね。」
Aさん「はい。先生，私は糖尿病なのでしょうか？」
H医師「1回だけの結果ではまだ何とも言えませんね。」
Aさんの顔を見たH先生はAさんに尋ねました。
H医師「Aさん，他に体のことで気になっていることはありますか？」
Aさん「そういえば，最近時々頭痛があって・・。仕事のストレスでしょうか。」
H医師「時々頭痛があるのですね。」
Aさん「あっ。それから・・。」
H医師「それから？」
Aさん「先日親戚の結婚式があって久しぶりにはこうと思った靴がきつくてはけなかったのです。足が腫れて
大きくなったような・・。」
H医師「そうですか。血圧や血糖が上がりやすくなる病気もあるので，よく調べてみましょう。」
Aさんは一体どういうことを調べるのだろう，と少し心配になりました。
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テュートリアルの進め方
2014-S5-T1-3
靴がはけない。
シート3
一週間後内科診察室にて
Aさん「検査の結果はどうでしたか？」
H医師「こちらが結果です。下垂体の病気が疑われるので，ここから先の検査や治療のためには入院していた
だいた方がよさそうです。」
Aさん「えっ！？下垂体って？それはどういうところなのですか？」
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テュートリアルの進め方
2014-S5-T1-3
靴がはけない。
シート4
H先生はAさんの“下垂体って何？”という疑問にわかりやすく答えてくれました。
Aさん「なるほど，よくわかりました。最近妻からいびきがひどいと言われるので入院するなら一人部屋の方
がいいなあ。」
H医師「おや，Aさん，いびきをかくのですか？奥さんから眠っている間に息が止まっているといわれたことは
ないですか？」
その後Aさんは入院してさらに検査を受けました。
H医師「Aさん，精密検査の結果も出たので下垂体の病気のこととその治療についてお話しますね。」
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テュートリアルの進め方
2014-S5-T1-3
靴がはけない。
シート5
そして数週間後・・・
H先生の勧めで，Aさんは脳外科に入院して手術を受けました。手術以降，血圧は120/80と落ち着いたようで
す。
今日はいよいよ退院の日です。退院の前に担当医との面談があるというので，Aさんは病気がすっかり治った
のかどうか，先生に聞いてみようと思っています。
